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1. はじめに 

1.1 調査の背景と目的 

 

上下水道施設は，重要なライフラインで市民生活を運営

する上では，欠くことのできないものである。上水道では，

浄水場の安定稼動，給水所の安定給水が必須であり，下水

道では，処理場，ポンプ場の安定稼動が必須である。安定

稼動を実現するためには，信頼性の高い電気，機械設備の

機器本体もそうであるが，それを運転する人力も欠かすこ

とができない要素である。また，万一，電源系統が停電な

ど発生した場合にも，プラントに影響がでないような異常

処理を考慮したシステムエンジニアリングが必要でかつ重

要である。 

 以上の背景より，公共施設技術委員会では，上下水道施

設において信頼性向上のために電気設備の維持管理（アセ

ットマネジメント），施設・設備更新時の信頼性確保，広域

化による統合化・無人化に際しての信頼性確保，コンピュ

ータへのウィルス対策ソフトおよび異常処理を考慮したプ

ラント制御技術などの現状と課題を調査するとともに今後

のあるべき姿を提言するものである。 

 公共施設技術委員会では，平成 13年に「公共施設におけ

るリスクマネジメント技術」（平成 13年 10月～平成 15年 9

月）で想定されるリスクに対してアンケート調査を実施し，

対処方法，考え方などを整理した。また，設備への影響を

低減するためのリスク低減手順についても報告されている。

約 10年を経過し，ゲリラ豪雨，激しい落雷などとりまく環

境も変化しているため，信頼性向上についての自治体の取

組や最新の制御技術などをアンケートにより調査し技術報

告書として取りまとめることとした。 

一方，監視制御設備は，コスト削減のため，汎用機器を

採用する場合があるが，アンケート調査，考察からこれか

ら採用を検討している自治体に対して技術報告書を参考に

してもらいたい。 

とりまく環境の変化が大きいこの時に，信頼性向上のた

めの調査研究報告は，自治体，コンサルタント，メーカー

ともに期待しているものであり，信頼性向上の取り組みを

調査し，課題を整理し今後の信頼性向上のための姿を提言

することは，有意義であると考える。 

調査専門委員会の活動は，平成 23 年 1 月から平成 24 年

12月の期間で年 6回の委員会，フォーラム 1回を開催した。

以下，本技術報告の構成について説明する。 

（１）上下水道施設における信頼性向上むけて取組（第２

章） 

上下水道施設における信頼性向上のための取組と研究

事例について紹介する。 

（２）調査（第３章） 

本技術報告の調査方法と調査結果について報告する。 

（３）信頼性評価（第４章） 

信頼性の自己診断評価ができるレーダーチャートを作

成し，信頼性の評価手法について報告する。 

（４）あとがき 

第２章から第４章まで調査結果を踏まえながら信頼性

の評価手法についてまとめた。 
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